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　本学元総長である今村力三郎先生は，歴
史的にも重大な刑事裁判の弁護を通して人
権擁護を主張して参りました。今村法律研
究室は今村力三郎先生の業績を顕彰してい
くことを目的の一つとしており，冤罪をテ
ーマとするシンポジウムは本研究室の目的
とも合致するものと思われます。今村法律
研究室では，これまでにも何度か冤罪をテ
ーマとしたシンポジウムを開催して参りま
した。今回は「再審と科学鑑定」に焦点を
当 て た シ ン ポ ジ ウ ム を2013年 １ 月26日
（土）に神田校舎にて開催いたしました。
本シンポジウムでは，冤罪が疑われるいく
つかの事件において，実際に刑事弁護に携
わっている弁護士の方々に再審開始に至っ
た過程や，再審開始請求のための新しい証
拠としての科学鑑定についてご講演いただ
きました。
　シンポジウムでは，矢澤曻治室員（本学
法科大学院教授）の司会により，家永登室
長（本学法学部教授）の挨拶に続き，まず，
東電 OL 殺人事件＊１について鈴木郁子弁
護士に，続いて，名張毒ブドウ酒事件＊２
について野嶋真人弁護士に，恵庭 OL 殺人
事件＊３について伊東秀子弁護士に，福井
女子中学生殺人事件＊４について島田広弁
護士に，飯塚事件＊５について岩田務弁護
士に，袴田事件＊６について小川秀世弁護
士に講演していただきました。
　個々の事件を担当した弁護士の方々に事
件の詳細や証拠，各事件が証拠の点におい
て種々の疑問があることなどを分かりやす
くお話いただきました。これら事件におい
て有罪の証拠とされたものの中には科学的
に検証することによって，検察が主張する
ような証拠能力を有さないのではないかと
の疑問が指摘されています。例えば，東電
OL 殺人事件では，被害女性から採取され
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た精液のDNA鑑定によって再審無罪が確定
したのは皆さんの記憶にも新しいでしょう。
　警察・検察は誤認逮捕につながらないよ
うに慎重に証拠を収集・検証し，また過去
の事件について冤罪が疑われるに十分な理
由があるのであれば，裁判所は可能な限り
の科学的な検証を行うことによって証拠を
再確認することが重要だと思われます。
＊１　1997（平成９）年３月，東京電力の従業員で
あった女性が東京都渋谷区にあるアパートで殺害
された。事件の犯人として被害女性の知人である
ネパール人の G さんが逮捕・起訴された。当初か
ら無罪を主張した G さんは，１審（2000年４月14
日）では無罪になったものの，２審（2000年12月
22日）において有罪・無期懲役を言い渡され，被
告側から上告されたが，最高裁（2003年10月20日）
は上告を棄却した。その後，事件現場・被害女性
から採取された男性の精液が DNA 鑑定の結果，G
さんとは異なる男性 X のものであることが明らか
となり，2011年に再審により無罪となった。
＊２　1961（昭和36）年３月28日，三重県名張の公
民館分館において農村生活改善クラブの総会が行
われ，男性12人，女性20人が出席した。この席で
振る舞われたブドウ酒を飲んだ女性17人が急性中
毒の症状を訴え，内５人が死亡した。ブドウ酒か
ら農薬に含まれる成分が検出された。この犯行を
自白したとして O さんが逮捕されたが，取調べの
途中から犯行を否認している。１審（1964年12月
23日）では無罪となったものの，２審（1969年９
月10日）では有罪・死刑が言い渡され，被告側か
ら上告されたが，最高裁（1972年６月15日）は上
告を棄却した。
　その後，1974年から度重なる再審請求がなされ，
その都度再審請求が棄却されている。現在では第
７次再審請求がなされており，名古屋高裁（2005
年４月５日）において再審開始決定がなされたが，
後に名古屋高裁（2006年12月26日）が再審開始決
定を取り消した。この再審取消決定は，特別抗告
審である最高裁（2010年４月５日）によって審理
不尽として破棄・差戻しされている。
＊３　2000（平成12）年３月17日，北海道恵庭市の
路上に完全に炭化した女性の焼死体が発見された。
事件の犯人として，被害女性の同僚である女性 O
さんが逮捕・起訴された。O さんは無罪を主張し
たが，１審（2003年３月）において状況証拠から
有罪を認定し，懲役16年が言い渡された。２審
（2005年９月）は控訴を棄却し，被告側から上告さ
れたが，最高裁（2006年９月25日）は上告を棄却
した。被告側から異議申立てが行われたが，これ
も棄却され（10月12日），刑が確定している。
＊４　1986（昭和61）年３月19日，福井県福井市の
住宅において，卒業式を終えた女子中学生が何者
かに包丁で全身50ヶ所近くを刺され，灰皿で頭部
を殴られ，コードで首を絞められて殺害された。
事件発生から１年後，毒物及び劇物取締法で逮捕さ
れていた M さんがこの事件の犯人として逮捕・起
訴された。逮捕のきっかけとなったのは未決拘留
中の元暴力団組員の証言によるが，１審では，物証
の不十分さや証言の信用性が否定され無罪となっ
た。２審では，１審を覆し有罪としたが，犯行時
の心神耗弱を認定し，懲役７年を言い渡した。被
告側から上告されたが，最高裁は上告を棄却した。
　その後，2004年に再審請求され，2011年11月30日
に名古屋高裁金沢支部にて再審開始決定が行われた。
＊５　1992（平成４）年２月20日，福岡県飯塚市の
小学１年生だった２人の女児が行方不明となり，
翌21日，同県の山中で性的暴行を受けた上，頸部
圧迫により殺害され，遺棄されているのが発見され
た。数日後，K さんが逮捕され，自白は得られなか
ったが起訴された。１審（1999年９月29日）は，目
撃証言やKさんのアリバイがないことなどから有罪・
死刑を言い渡した。２審（2001年10月10日）は１審
判決を維持し，被告側が上告したが，最高裁（2006
年９月８日）は上告を棄却し，死刑が確定した。
　2008年10月28日に K さんに対する死刑が執行さ
れたが，2009年10月に K さんの遺族によって再審
請求が行われた。
＊６　1966（昭和41）年６月30日，静岡県清水市の
会社専務宅が放火され，焼跡から専務を含む家族
４人の死体が発見された。犯人として，H さんが
逮捕され，犯行を否認していたが，勾留期限３日
前に自白をし，強盗殺人，放火，窃盗容疑で起訴
された。１審（1968年９月11日）では，H さんは
起訴事実を全面否認するが，有罪となり，死刑を
言い渡された。２審（1976年５月18日）は１審判
決を維持し，被告側が上告したが，最高裁（1980
年12月12日）は上告を棄却し，死刑が確定した。
　1981年４月に第１次再審請求がなされるが，
2008年３月に最高裁がこれを棄却した。2008年４
月に第２次再審請求が行われた。
